



des Dames et des Modes 1797 － 1839）』（以下 JDM）
は、19 世紀にヨーロッパでブームとなったモード雑
誌の体裁を方向付けた手本とも言うべき雑誌である。


















装いを解説するものであり、1834 年の 3 月から 9 月







あること 1-2）、さらに Costumes Parisiensが提示した、
服飾の形態的スタイルの推移を明らかにしてきた。































































装い。（Costume de Bal.）」「盛装。（Costume de 
Grande Parure.）」といった着用シーンあるいは装い
の目的についての説明や、「刺繍されたモスリンの
ヴェール。（Voile de Mousseline brodée.）」「タフタ
のキャポット帽。パーケール織りのローブ。（Capote 




やのガーゼのドレス。（Resille en ruban de gaze 
lamée du Magasin de Mme Millet, Beulevert Italian 








年 Costumes Parisiensの No. 点数
1820 1870, 1874, 1876, 1879, 1879, 1937, 1948 6
1821 1959, 1965, 2019, 2024, 2035　 5
1822 2037, 2045, 2054, 2058, 2116, 2119, 2120 7
1823 2126, 2130, 2132, 2136, 2198, 2202, 2203 7
1824 2205, 2216, 2223, 2225, 2252, 2284 6
1825 2293, 2296, 2300, 2303, 2313, 2327, 2331, 2372 8
1826 2378, 2386, 2425, 2445, 2461, 2465 6
1827 2469, 2472, 2487, 2492, 2496, 2520, 2530, 2534 8
1828 2565, 2566, 2569, 2572, 2573, 2576, 2582, 2589, 2601, 2622, 2632, 2652, 2654, 2657 14
1829 2664, 2670, 2673, 2685, 2740, 2745 6
1830 2758, 2761, 2764, 2766, 2769, 2772, 2773, 2776, 2778, 2792, 2798, 2801, 2802, 2817, 2826, 2844, 2848 17
1831 2854, 2861, 2862, 2864, 2873, 2879, 2923, 2941, 2947 9
1832 2949, 2957, 2959, 2961, 2962, 2965, 2969, 2973, 2999, 3010, 3020, 3028 12
1833 3045, 3046, 3049, 3052, 3054, 3058, 3065, 3077, 3109, 3125, 3130, 3137, 3139 13


























報を伴う情報内容であったものは 20.1％の 27 点のサ
ンプルにとどまった。この店舗情報を伴うローブの情








に示した。ローブの素材は 1820 ～ 1829 の移行期と、
1830～1834の発展期の間には異なる傾向が見られた。
1820 ～ 1829 の期間では、ローブの素材はチュール、
クレープ、ゴーズの順で多く、特に「チュールのロー













































































































































































































































ドとの係わりについて－ JOURNAL DES 






























 イギリスのインド総督の 1834 年の報告書に、イ
ンドの惨状、木綿織匠の壊滅状態が記されている。
